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曽

丹

集

と

漢

詩

「
つ
ら
ね
歌
」
と

文
「
蝉
聯
体
」
の
詩
に

日
本
文
学
に
与
え
た
漠
詩
文
の
影
孵
に
つ
い
て
は
、
已
に
数
多
く
の
先

学
の
御
論
考
が
あ
り
、
平
安
文
学
に
お
い
て
も
、
漠
詩
文
の
受
容
、
摂
取

は
測
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、
平
安
中
期
の
異
色
歌
人
曽
禰
好
忠
の
家
集
で
あ
る
曽
丹
集

に
収
め
ら
れ
て
い
る
、
尻
取
り
歌
の
形
式
を
持
つ
「
つ
ら
ね
歌
」
と
、
漢

詩
の
尻
取
り
歌
と
で
も
言
う
べ
き
「
輝
聯
体
」
の
詩
を
比
較
‘
検
討
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
尻
取
り
歌
と
い
う
栖
め
て
特
異
な
形
式
を
と
る
「
つ
ら

ね
歌
」
創
作
の
動
機
や
好
忠
の
漢
詩
文
の
受
容
態
度
を
考
察
し
た
い
。

一
、
「
つ
ら
ね
歌
」
に
つ
い
て

け

「
つ
ら
ね
歌
」
と
言
え
ば
‘
ど
う
か
す
る
と
中
世
の
「
連
歌
」
と
ま
ち

が
え
ら
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
ほ
ど
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
小
さ
な
作

品
で
あ
る
が
、
こ
の
「
つ
ら
ね
歌
」
に
つ
い
て
は
、
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』

に
は
、
そ
の
項
目
が
な
い
。

「
つ
ら
ね
歌
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
を
二
つ
ほ
ど
掲
げ
る
と
、
契

つ
い
て
ー
ロ博

之

丹

寸寸

沖
は
『
雑
々
記
』
の
中
で
、

曽
丹
か
集
に
つ
ら
ね
歌
と
て
あ
る
は
、
初
の
歌
の
は
て
の
句
の
詞
を

次
の
歌
の
初
の
句
に
た
ヽ
め
る
を
い
へ
り
。

と
説
明
し
て
お
り
、
岩
波
占
典
文
学
大
系
の
『
平
安
鎌
倉
私
家
集
』
に
収

め
ら
れ
て
い
る
「
好
忠
集
」
の
頭
注
で
は
、

尻
取
り
歌
で
、
前
の
歌
の
最
後
の
語
句
を
取
っ
て
次
の
歌
の
冒
頭
に

詠
み
こ
ん
だ
も
の
。

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
神
作
光
一
、
島
田
良
二
両
氏
の
『
曽
禰
好
忠
集
全

釈
』
で
は
、
「
尻
取
り
歌
」
と
だ
け
説
明
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
、
尻
取
り
歌
の
形
式
を
と
る
「
つ
ら
ね
歌
」
の
例
は
、
『
私
家
集

大
成
中
古
I

』
な
ど
私
が
調
べ
た
限
り
で
は
他
の
例
が
見
当
ら
な
い
。

t
•

神

作
光
一
氏
も
「
こ
の
つ
ら
ね
歌
と
い
う
形
式
が
、
果
し
て
好
忠
に
よ
っ
て

創
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
な
お
考
え
た
い
。
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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に

曽
丹
集
は
、
「
毎
月
集
」
、
「
好
忠
百
首
」
、
「
つ
ら
ね
歌
」
、
「
源



順
百
首
」
の
四
大
歌
群
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
‘
今
回
取
り
上
げ
た

「
つ
ら
ね
歌
」
は
、
さ
ら
に
三
つ
の
小
さ
な
歌
群
に
分
か
れ
て
い
る
。

こ
の
「
つ
ら
ね
歌
」
は
‘
諸
本
に
よ
っ
て
か
な
り
の
異
同
が
あ
る
が
‘

「
つ
ら
ね
歌
」
の
形
式
と
し
て
最
も
整
っ
て
い
る
、
『
平
安
鎌
倉
私
家
集
』

に
収
め
ら
れ
て
い
る
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
伝
藤
原
為
相
筆
本
に
よ
っ
て
見

て
い
く
。
最
初
の

471
番
の
歌
か
ら
，
，
番
ま
で
の
四
首
の
歌
ぱ
‘

471
憑
し
さ
を
慰
め
が
て
ら
こ
ヽ
ろ
み
に
返
し
て
み
ば
や
せ
な
が
袖
の
を

も
47
思
ひ
つ
＼
ふ
る
や
の
つ
ま
の
草
も
木
も
風
吹
く
と
と
に
も
の
を
こ
そ

思
へ

ど
も
か
ひ
な
く
て
よ
を
過
す
な
る
ひ
た
合
の
島
と
懲
ひ
や
わ
た

2-47
思
へ
―

-

．

 

ら
ん

、
渡
ら
ん
と
思
ひ
き
ざ
し
て
ふ
じ
川
の
い
ま
に
す
ま
ぬ
は
何
の
心
ぞ

と
い
う
も
の
で
、
傍
線
を
付
し
た
箇
所
が
尻
取
り
歌
、
つ
ま
り
「
つ
ら
ね

歌
」
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
次
の
例
を
掲
げ
る
と
、

闘
融
院
御
子
の
日
に
、

8
な
く
て
参
り
て
、
さ
い
な
ま
れ
て
又
の

日
、
奉
り
け
る

⑰
興
謝
の
海
の
内
外
の
濱
の
う
ら
さ
び
て
世
を
う
き
わ
た
る
天
の
「
橋

立
と
名
を
高
砂
の
松
な
れ
ど
、
身
は
牛
窓
に
よ
す
る
『
白
波
」
の
、

た
づ
合
あ
り
せ
ば
、
す
べ
ら
ぎ
の
大
宮
人
と
な
り
も
「
し
な
ま
し
』

の
、
心
に
か
な
ふ
身
な
り
せ
ば
、
何
を
か
ね
た
る
命
と
か
知
る
」

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
、
小
右
記
ゃ
今
昔
物
語
な
ど
で
有
名
な
、

寛
和
元
年
に
紫
野
で
催
さ
れ
た
円
融
院
御
子
の
日
の
行
事
で
好
忠
が
追
い

出
さ
れ
た
事
件
の
翌
日
に
奉
っ
た
歌
で
あ
る
。
こ
の
歌
の
「
名
を
裔
砂
の

松
な
れ
ど
」
で
始
ま
る
左
注
的
散
文
を
見
て
い
く
と
、
先
ず
、
鉤
括
弧
を

付
し
た
⑰
番
の
歌
の
末
尾
の
「
橋
立
」
か
ら
読
む
と
、
「
よ
す
る
臼
波
」

ま
で
で
、橋
立
と
名
を
高
砂
の
松
な
れ
ど
身
は
牛
窓
に
よ
す
る
白
波

と
い
う
よ
う
に
‘
一
首
の
歌
が
で
合
あ
が
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
橋
立
と

名
を
高
砂
」
の
歌
の
終
り
の
二
直
鉤
括
弧
を
付
し
た
『
臼
波
』
か
ら
読
む

と
、
『
な
り
も
し
な
ま
し
』
ま
で
で
、

白
波
の
た
づ
き
あ
り
せ
ば
す
べ
ら
ぎ
の
大
宮
人
と
な
り
も
し
な
ま
し

と
い
う
よ
う
に
、
こ
れ
も
ま
た
一
首
の
歌
が
で
合
あ
が
る
。
同
様
に
‘
こ

の
『
白
波
の
た
づ
合
あ
り
せ
ば
』
の
歌
の
末
尾
の
鉤
括
弧
を
付
し
た
「
し

な
ま
し
」
か
ら
読
む
と
‘

し
な
ま
し
の
心
に
か
な
ふ
身
な
り
せ
ば
何
を
か
ね
た
る
命
と
か
知
る

こ
れ
も
ま
た
、
一
首
の
歌
に
な
る
。
次
に
掲
げ
る
六
首
の
歌
も
同
じ
日

注
ニ

に
奉
ら
れ
た
「
つ
ら
ね
歌
」
で
あ
る
。

5
 
47
興
謝
の
海
と
す
ま
の
島
に
も
あ
ら
ね
ど
も
雲
間
を
過
ぐ
る
ほ
ど
ぞ
ヵ

_
|
．
 

な
し
含

6
．

ー

7
か
な
し
き
は
か
ら
に
も
あ
ら
ぬ
み
山
べ
に
う
も
れ
て
行
か
ぬ
谷
川
の

4
 k
 

秤
水
早
み
船
も
か
よ
は
ぬ
谷
の
面
に
と
ま
ら
ぬ
泡
の
身
を
い
か
に
せ
ん

8
 
47
い
か
に
せ
ん
涙
の
登
に
朽
ち
ぬ
べ
し
世
に
は
か
ら
く
て
住
の
汀
の
松

479
住
の
江
の
松
は
緑
の
袖
や
洗
ふ
名
を
だ
に
変
へ
ば
も
の
は
叫
7
訂
可

0
 
•• 

— 

8
思
は
じ
ゃ
名
を
ば
埋
ま
ぬ
世
な
り
と
も
煙
と
立
た
ば
わ
か
む
も
の
か

4
 J
 

'、
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以
上
見
て
き
た
三
つ
の
「
つ
ら
ね
歌
」
の
内
、
初
め
の
は
、
女
性
に
仮
託

さ
れ
た
恋
の
歌
で
あ
り
、
後
の
二
つ
は
、
例
の
円
融
院
御
子
の
日
の
行
事

の
翌
日
に
奉
っ
た
歌
で
あ
り
、
す
べ
て
身
の
不
遇
を
述
べ
た
歌
ば
か
り
で

あ
る
。し
か
も
、
「
も
の
を
こ
そ
思
へ
」
、
「
し
な
ま
し
」
、
「
か
な
し
き
」
、

「
い
か
に
せ
ん
」
、
「
思
は
じ
」
と
い
っ
た
悲
痛
な
響
き
を
持
つ
語
を
尻

取
り
式
に
次
々
と
た
た
み
か
け
る
よ
う
に
し
て
詠
み
継
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
、

注一＿一

一
首
の
歌
だ
け
で
ぱ
歌
い
尽
せ
な
い
思
い
を
効
果
的
に
表
現
し
て
い
る
。

二
、
「
輝
聯
体
」
の
詩
に
つ
い
て

日

こ
の
「
輝
聯
体
」
と
言
う
聞
云
｝
な
れ
な
い
詩
の
形
式
と
い
う
の
は
、
「
輝

聯
格
」
と
も
呼
ぶ
が
、
諸
橋
轍
次
氏
の
『
大
漢
和
辞
典
』
の
「
繹
聯
」
の

項
に
は
、O
輝
磐
の
連
績
し
て
絶
え
な
い
や
う
に
つ
ら
な
り
続
く
こ
と
。
〔
史

記
‘
陳
杞
世
家
‘
索
隠
述
賛
〕
蠅
聯
血
食
〔
梁
書
、
王
釣
億
〕

店
開
闘
以
来
、
沐
有
、
爵
位
輝
聯
、
文
オ
相
緻
‘
如
王
氏
之
盛
者
也
。

二

一

上

〔
左
思
、
呉
都
賦
〕
布
痩
皐
澤
、
輝
聯
陵
丘
。
〔
注
〕
善
日
‘
繹

聯‘

f絶
貌
。

O
嘆
詩
で
前
段
の
終
を
承
け
て

F
句
を
開
く
も
の
。
文
字
ぐ
さ
り
の

類
。
一
輩
嬌
鳥
共
喘
花
喘
花
戯
蝶
千
門
側
の
や
う
な
も
の
。

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
‘
宋
末
期
の
詩
人
で
あ
る
厳
羽
の
朽
わ
し
た

『
沿
浪
詩
話
』
の
「
詩
体
」
の
項
に
は
、

嘔
章
字
接
蘭
¢
げ
曹
子
建
謂
口
馬
王
エ
之
詩
是
也
。

（
後
章
の
字
前
章
に
接
す
る
も
の
あ
り
。
曹
子
建
臼
馬
上
彪
に
贈
る

の
詩
こ
れ
な
り
。
）

と
あ
る
＾
＂
「
婦
聯
体
」
の
詩
に
つ
い
て
は
‘
他
に
ま
と
ま
っ
た
論
考
が
見

当
ら
な
い
。
以
下
、
私
が
調
べ
た
例
を
掲
げ
る
。

『
詩
経
』
の
「
大
雅
」
の
中
に
「
既
酔
」
と
い
う
詩
が
あ
る
。
こ
の
「
既

酔
」
と
い
う
詩
は
‘
祭
が
終
っ
て
宴
を
賜
い
、
父
兄
が
天
子
の
想
を
感
謝

し
て
、
天
子
の
幸
福
を
祝
う
、
と
い
う
内
容
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
詩

と
い
う
の
は
‘

既
酔
以
酒
＞
 

君
子
萬
年

既
砲
以
徳

介
溺
景
福

二

―

既

酔

以

酒

溺

骰

既

将

＞
 

君

子

成

年

介

爾

闘

列

闘
叫
有
vti

蘭有＞

.. ,_＿＿
-
9
-

＿ー

高
朗
全
VTJ終

公
戸
嘉
告

其

告

維

何

遵

豆

静

嘉

朋

友

彼

撮

描

以

副

刷

II孔
時

君

子

有

到

刊

訃

不

贋

永

錫

溺

類

1
>
 

（以

F
略）
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（
中
国
古
典
文
学
全
集
『
詩
経
・
楚
辞
』

り
点
引
用
者
。
）

と
い
う
も
の
て
傍
線
を
付
し
た
箇
所
が
‘
尻
取
り
、

ギ
g

゜

nE
 る

、＞

に
な
っ
て
し

六
朝
末
期
に
陳
の
徐
陵
が
撰
ん
だ
、
『

E
台
新
詠
』
の
巻
五
に
収
め
ら

れ
て
い
る
‘
沈
約
の
社
配
羊
円
碍
河
邊
草
」
と
い
う
詩
は
、
遠
方
の
長
城
に

ニ

i

出
征
し
て
い
る
夫
を
思
う
及
の
身
に
な
り
代
っ
て
歌
っ
た
夜
府
で
あ
る
。

そ
の
詩
を
掲
げ
る
と
、

漠

漠

林

上

塵

中

心

悟

副

d
7

叫
打

7
嘉

憶

中

夜

長

創

叫

月

叫

谷

町

不

欲

長

叫

叫

別

離

柏

已

久

窄

林

裔

杯

洒

（
新
釈
廂
文
大
系
『

E
台
新
詠
』
（
明
治
書
院
）
に
よ
る
。
以
下

『
E
台
新
詠
』
は
、
す
べ
て
同
書

IL
よ
る
。
）

と
い
う
も
の
で
、
「
歎
息
」
、
「
別
離
」
な
ど
の
悲
し
げ
な
戦
合
を
持
つ

語
が
尻
取
り
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
詩
は
、
完
全
な
「
憚
聯
体
」
の
形
式

を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
詩
の
よ
う
に
‘
一
首
が
完
全
な
「
輝
聯
体
」
を
と

る
詩
も
あ
る
が
、
途
中
で
「
輝
甜
」
が
終
っ
て
い
る
詩
も
あ
る
。

例
え
ば
、
『
文
選
』
や
『
玉
台
新
詠
』
『
楽
府
詩
集
』
に
も
収
め
ら
れ

て
い
て
、
後
漢
の
祭
琶
の
作
と
ざ
れ
て
い
る
「
欣
馬
長
城
窟
行
」
の
詩
は
、

••••••• 

虜
臀
円
河
邊
苧
綿
綿
思
遠
迅

二

淵
叫
不

nJ
思
宿
肝
剥
則
．
乙

v
y
 

創

叫

在

我

帝

忽

覺

在

叫

叫

二

―

二

＿

叫
闊
各
異
＞
縣
展
轄
不
＞
可
＞
見

（
平
凡
社
）
に
よ
る
。
返

つ
ま
り
「
蠅
聯
小
」

枯

桑

知

天

風

海

水

知

天

寒

二

―

ニ

ー

入

門

各

自

媚

誰

肯

相

為

言

＞
 
（以

F
八
句
略
『
E
台
新
詠
』
巻
＿
）

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
：
卜
句
か
ら
成
っ
て
い
る
が
、
じ
句
目

の
「
他
瑶
各
異
レ
縣
」
ま
で
が
「
輝
聯
」
に
な
っ
て
お
り
、
後
半
は
省
略
し

た
部
分
を
含
め
て
「
蠅
聯
」
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
不
完
全
な
形
で
あ
る
。

以
卜
見
て

X
ふ
’
，
一
首
の
詩
は
、
句
ど
と
に
尻
取
り
に
な
っ
て
い
る
「
輝
聯

体
」
の
詩
で
あ
る
。

に

次
に
、
先
ほ
ど
掲
げ
た
厳
羽
の
『
消
浪
詩
話
』
に
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ

て
い
る
「
昭
臼
馬

L
彪
」
の
詩
を
掲
げ
る
。
こ
の
詩
は
、
『
文
選
』
や
「
菌

柏
庄
」
『
古
詩
源
』
な
ど
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
作
者
の
曹
子
建
と
い
う

の
は
、
「
七
歩
の
詩
」
な
ど
で
有
名
な
、
建
安
文
学
を
代
表
す
る
陳
思
王

曹
植
の
こ
と
て
あ
る
。
そ
の
曹
植
が
仲
の
良
か
っ
た
弟
の
臼
馬
王
彪
に
周

囲
の
妨
害
で
再
会
で
合
ず
に
国
尤
へ
帰
っ
て
行
く
時
に
贈
っ
た
の
が
こ
の

詩
で
あ
る
。
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會

序

日

苗

初

四

年

lE
月

臼

馬

王

任

城

王

興

余

倶

朝

京

師

＞
 

節

氣

到

洛

陽

任

城

モ

斃

至

七

月

臼

馬

E
還

蔽

後

有

司

二

以

二

王

蹄

藩

道

路

宜

異

宿

止

意

毎

恨

之

蓋

以

大

別

在

敷

日

三

＞
 

是

用

自

剖

典

王

僻

焉

憤

而

成

篇

レ

V

謁

帝

承

明

鷹

逝

将

蹄

倍

彊

V

ニ

―

二
清

展

登

阜

邑

日

夕

過

首

陽

二

―

二



伊
洛
廣
且
深

汎
布
越
洪
贋

顧
謄
患
城
闘

二

―

大
谷
何
容
廓

諜
雨
泥
我
塗

二

中
逹
絶
無
軌

修
披
造
雲
日
一

乱

猶

能

進

鬱
紆
将
何
念

本
圏
相
興
偕

二

鵡
棗
嗚
衡
拒

二

＿

蒼
蠅
間
白
照

二

欲

Vii絶
無
蹂

ti亦
何
留

秋
風
登
霰
掠

原
野
何
葡
條

齢
鳥
赴
高
林

ニ

ー

孤
獣
走
序
翌

感
物
傷
我
懐

二

―

欲
演
川
無
簗

怨
彼
東
路
長

引
’
領
情
内
傷

山
樹
鬱
蒼
蒼

流
療
浩
縦
横

改
轍
登
高
岡

レ

ニ

―

,
_
＇
—
ー

我
馬
玄
以
黄

我
思
鬱
以
紆

親
愛
在
離
犀

二

中
更
不
＞
克
＞
倶

材
狼
嘗
路
衝

二

―

識
巧
反
親
疎

ニ

ー

攪
轡
止
醐
副

相
思
無
終
極

二

―

寒
輝
鷹
我
飼

白
日
忽
西
匿

翻
翻
属
羽
翼

衡
情
不

viivft

撫
し
心
長
甜
叫

乱

将

何

為

天

命

典

vft違

奈
何
念
同
生
―
―
往
形
不
＞
蹄

二

孤
魂
翔
故
域

二

存
者
忽
復
過

人
生
慮
一
世

二

l

年
在
桑
楡
間

二

―

自
顧
非
金
石

二

―

閾

動

我

神
ニ

―

大
夫
志
四
海

ニ

ー

恩
愛
荀
不
＞
艶

何
必
祠
食
鰭

憂
思
成
涙
荻

倉
卒
骨
肉
情

震
柩
寄
京
師

二

亡
没
身
自
衰

去
若
朝
露
晦

二

＿

影
響
庄
能
焔
i

咄
晴
令
凶
刷

二

―

棄
置
莫
復
陳

二

＿

萬
里
猶
比
鄭

ニ

ー

在
遠
分
日
親

＞
 

然
後
展
愈
勤

無
乃
兒
女
仁

二

．

．

 

能
不
懐
苦
辛

V

ニ
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剖
剖
何
慮
思
天
命
信
可
レ
疑

虚

無

求

列

仙

松

子

久

吾

欺

二

―

雙

故

在

斯

須

百

年

誰

能

持

二

―

離
別
永
無
＞
會
執
＞
手
将
何
時

王

其

愛

玉

髄

倶

亨

黄

髪

期

二

二

忍
靡
頂
局
扱
筆
偉
此
辟

（
漠
詩
大
系
『
古
詩
源
』
（
集
英
社
）
返
り
点
引
用
者
）

こ
の
詩
は
、
先
に
掲
げ
た
よ
う
な
句
と
と
の
「
蝉
聯
体
」
と
は
異
な
り
、

章
と
と
に
整
然
と
し
た
形
で
「
繹
聯
体
」
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

『
文
選
』
及
び
「
曹
植
集
」
で
は
、
第
一
章
を
十
句
目
の
「
引
乍
こ
情
内
傷
」

で
区
切
り
、
二
章
に
分
け
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
詩
は
七
章
か
ら



成
り
立
つ
こ
と
に
な
り
、
第
一
章
と
第
二
章
は
「
繹
聯
」
に
な
ら
な
い
が

大
差
は
な
い
と
思
う
。

ま
た
、
『
古
詩
源
』
「
曹
柏
集
」
て
は
、
こ
の
詩
に
序
が
有
る
。
そ
の

序
で
は
、
周
囲
の
横
槍
で
白
馬

f
彪
と
一
緒
に
帰
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
述

べ
て
お
り
、
そ
の
終
り
の
部
分
で
、

是

用

自

剖

典
V

モ
辟
焉
憤
而
成
知
畑

と
あ
り
、
意
味
は
「
こ
の
故
に
胸
も
く
だ
け
る
思
い
で
白
馬
王
と
い
と
ま

を
つ
げ
た
が
、
憂
憤
の
情
は
こ
っ
て
一
篇
の
詩
と
な
っ
た
。
」
ぐ
ら
い
で
あ

心

ろ
う
。
こ
の
詩
の
「
嘩
聯
体
」
の
説
明
で
、
伊
藤
正
文
先
生
は
こ
れ

は
音
声
の
連
続
を
意
味
上
に
及
ぽ
し
、
章
と
章
の
断
絶
を
な
く
し
、
情
緒

の
昂
揚
を
は
か
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
「
蜘

鋸
」
、
「
太
息
」
、
「
心
悲
」
、
「
苦
辛
」
と
い
っ
た
悲
痛
な
語
が
「
輝

聯
」
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
、
「
つ
ら
ね
歌
」

が
尻
取
り
歌
の
形
式
を
と
っ
て
‘
沈
倫
の
思
い
を
単
な
る
訴
嘆
の
歌
よ
り

も
、
一
層
効
果
的
に
演
出
し
て
い
る
の
と
相
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

も
う
一
首
章
と
と
の
「
輝
聯
体
」
の
詩
を
掲
げ
る
。
晋
の
滞
岳
（
藩
安

仁
）
が
、
亡
妻
を
偲
び
悼
ん
だ
詩
に
「
悼
亡
詩
―
二
首
」
と
い
う
も
の
が
あ

る
。
こ
の
詩
は
、
『
文
選
』
の
巻
二
十
三
に
は
、
三
首
と
も
収
め
ら
れ
て

お
り
、
『
玉
台
新
詠
』
の
巻
二
に
は
、
そ
の
内
の
二
首
が
収
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
「
悼
亡
詩
三
首
」
は
‘
後
代
の
詩
人
の
た
め
に
妻
を
悼
む
詩
の

祖
型
を
提
供
し
て
お
り
、
唐
の
元
積
‘
宋
の
梅
発
臣
な
ど
の
作
品
が
良
く

知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
作
品
は
「
輝
聯
体
」
に
は
な
っ
て

い
な
い
。

さ
て
、
こ
の
「
悼
亡
詩
三
首
」
の
中
で
、

一
首
目
の
詩
は
「
輝
聯
体
」

に
な
っ
て
い
な
い
の
で
省
略
す
る
が
‘

咬

餃

窓

中

月

照

我

室

南

端

ニ

ー

滞

商

應

秋

至

渇

暑

随

節

蘭

凜

凍

涼

風

升

始

覺

皮

食

箪

二

―

翌
日
＞
無
頂
良
誰
典
詞
園
裏

二
首
目
の
詩
は
‘

副
叫
無
典
同
-
＿
-

展
轄
臆
枕
席

二

―

林
空
委
洞
塵

二

―

獨
無
李
氏
憲

三

撫
衿
長
歎
息

＞
 

朗
月
何
朧
朧

長
策
覚
林
空

二

―

室
虚
来
悲
風

二

―

努
髭
親
雨
容
-l-

不
＞
覺
悌
闊
頁
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訓

釧

安

能

已

悲

懐

従

年

起

寝
興
目
存
＞
形
遺
音
酋
在
＞
耳

七
墨
束
門
皇
下
魏
蒙
荘
千
一

賦

詩

欲

言

志

此

志

難

具

紀

v

>

 

命
也
可
奈
何
長
戚
自
令
＞
鄭

（
新
釈
漢
文
大
系
『
文
選
』
（
明
治
書
院
）
に
よ
る
。
）

と
い
う
も
の
で
、
傍
線
を
付
し
た
「
歳
寒
」
、
「
霰
胸
」
と
い
っ
た
、
悲

し
げ
な
帯
善
を
持
つ
語
が
「
蝉
聯
」
に
な
っ
て
お
り
、
連
綿
と
し
た
亡
宴

へ
の
慕
情
を
効
果
的
に
表
現
し
て
い
る
。
―
―
―
首
目
の
詩
は
煩
雑
に
な
る
の

て
掲
げ
な
い
が
、
こ
の
詩
も
「
溺
祭
」
、
「
徘
徊
不
忍
去
」
か
「
碍
聯
，
一

に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
第
一
章
の
五
•
六
句
目
の
「
凜
凛
涼
風
升

始
覺
臭
袋
軍
l

の

二

―



注
七

二
句
や
、
第
二
章
の
六
句
目
の
「
室
虚
来
悲
風
」
の
表
現
は
、
曽
丹
集
の

中
の邸
肌
寒
く
風
は
夜
と
と
に
な
り
ま
さ
る
我
見
し
人
は
訪
れ
も
せ
ず

邸
わ
が
背
子
が
来
ま
さ
ぬ
宵
の
秋
風
は
来
ぬ
人
よ
り
も
う
ら
め
し
合
か

な
231
ま
つ
よ
ひ
の
風
だ
も
寒
く
吹
か
ざ
ら
ば
見
え
こ
ぬ
人
を
う
ら
み
ま
し

や
は

391
秋
風
の
吹
く
衣
手
の
寒
け
れ
ば
片
敷
く
方
に
波
ぞ
立
ち
け
る

（
歌
番
号
‘
本
文
は
『
曽
禰
好
忠
集
全
釈
』
に
よ
る
。
）

な
ど
の
歌
を
想
起
さ
せ
る
。
ま
た
、
第
二
章
の
五
句
目
の
「
林
空
委
演
二

摩
」
や
先
に
掲
げ
た
沈
約
の
「
擬
胄
青
河
邊
草
」
の
詩
の
「
漠
漠
抹
七

窟
」
の
表
現
は
‘
「
毎
月
集
」
の

g
注
八

2
2
墜
積
も
る
夜
床
は
山
と
な
り
ぬ
ら
し
秋
の
夜
を
へ
て
寝
る
人
も
な
み

を
連
想
さ
せ
る
。
「
毎
月
集
」
の
場
合
は
、
女
の
立
場
か
ら
夜
離
れ
た
男

を
歎
い
た
歌
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
悼
亡
詩
―
二
首
」
は
亡
く
な
っ
た
妻

を
偲
ん
で
詠
ん
で
い
る
が
、
そ
の
表
現
に
ぱ
類
似
性
が
見
ら
れ
る
。

た
だ
、
私
が
こ
こ
で
述
べ
た
い
の
は
‘
こ
れ
ら
の
藩
岳
の
詩
句
を
好
忠

が
摂
取
し
た
と
言
う
の
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
漢
詩
句
の
表
現
が
好
忠

の
歌
の
発
想
の
基
盤
と
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
い
の
で
あ
る
。

藩
岳
の
詩
は
、
日
本
の
詩
人
に
も
愛
好
さ
れ
て
お
り
、
『
文
選
』
巻
十

三
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
秋
興
賦
」
の
中
の
、
白
髪
が
現
わ
れ
た
こ
と
を

詠
ん
だ
「
始
見
二
毛
」
の
句
は
、
『
懐
風
藻
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
藤
原

宇
合
の
「
悲
不
遇
」
の
詩
の
「
二
毛
雖
已
宮
」
、
『
本
朝
文
粋
』
に
は
‘

紀
長
谷
雄
の
「
春
雪
賦
」
の
「
貼
人
皆
催
二
毛
之
年
」
、
源
英
明
の
「
見

二
毛
」
の
詩
の
「
照
見
二
毛
姿
」
「
藩
岳
者
晋
名
士
」
、
『
菅
家
文
草
』

の
「
白
毛
歎
」
の
「
初
見
春
秋
己
過
幡
」
な
ど
に
‘
『
文
選
』
愛
好
時
代

に
お
け
る
藩
岳
の
詩
句
の
踏
襲
が
見
ら
む
L

。

(.=) 

「
蝿
聯
体
」
の
詩
は
、
「
擬
寄
冑
河
邊
草
」
、
「
欽
馬
長
城
窟
行
」
な

ど
の
よ
う
に
‘
句
ご
と
に
承
け
継
が
れ
て
い
く
も
の
と
、
「
贈
臼
馬
王
彪
」
、

「
悼
亡
詩
三
首
」
な
ど
の
よ
う
に
、
章
ご
と
に
尻
取
り
に
な
っ
て
い
る
も

の
の
二
種
類
が
あ
る
。
こ
の
二
種
類
の
「
婦
聯
体
」
の
詩
で
、
ど
ち
ら
が

よ
り
「
つ
ら
ね
歌
」
に
近
い
か
、
と
い
う
こ
と
も
当
然
問
題
と
な
っ
て
く

る
で
あ
ろ
う
。
漠
詩
の
一
句
と
和
歌
の
対
応
で
は
、
大
江
千
里
の
「
句
題

和
歌
」
が
す
ぐ
に
想
起
さ
れ
る
し
‘
漢
詩
一
首
と
和
歌
の
対
応
て
は
、
「
新

撰
万
葉
集
」
が
想
起
さ
れ
る
。
こ
の
、
句
ご
と
の
「
蝶
聯
体
」
の
詩
と
、

章
と
と
の
「
輝
聯
体
」
の
詩
と
で
は
‘
ど
ち
ら
が
よ
り
「
つ
ら
ね
歌
」
に

近
い
か
と
言
わ
れ
る
と
非
常
に
難
し
い
問
題
で
あ
る
が
、
深
刻
な
内
容
を

歌
い
あ
げ
て
い
る
「
贈
白
馬
王
彪
」
や
「
悼
亡
詩
三
首
」
な
ど
に
例
の
見

ら
れ
る
章
ご
と
の
方
が
よ
り
「
つ
ら
ね
歌
」
に
近
い
と
思
わ
れ
る
3

嘆
詩

の
一
章
だ
と
和
歌
一
首
に
比
べ
て
長
す
ぎ
る
点
が
気
に
か
か
る
が
、
好
忠

が
興
味
を
持
っ
た
の
は
「
輝
聯
体
」
の
技
巧
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、

漢
詩
一
章
と
和
歌
一
首
の
星
の
違
い
は
余
り
問
題
に
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
今
後
も
う
少
し
考
察
を
加
え
た
い
。

「
蝉
聯
体
」
の
詩
の
例
は
、
以
上
見
て
き
た
他
に
も
数
多
く
見
ら
れ
る
。

今
‘
気
づ
い
た
詩
を
表
に
し
て
み
る
。

-7-



新 E 文 詩 出

詠台 選 経 典

大 大 大

＝ 十 十 十 十 十 十 巻

七 五 五 四 ＝ 雅 雅 雅

＿擬 咬 酋 欣 謝 炊 ＿酬 之興ー登 ＿贈 悼 恨→ 下 文
―相 咬 肖 馬 法 馬 ―従 —従―臨 ―白 亡 酔 武 王 作
逢 窓 河 長 軒 長 弟 ―弟悔 馬 詩

狭 中 邊 城 城 患 患峨 モ -::: 

路 月 草 窟 賠 窟 連 連 ヽ 彪 首 品
間 篇 行 別 行 ご見初

ヽ ―羊］登

首 悪 Jn]―彊 名

連 共中
湘―ィ信

荀 藩 博 察 謝 謝 曹 灌 作
焚 岳 玄 隠 癒 憲 植 岳

運 運 者

゜
△ C) 

゜
△ 

゜
△ △ △ △ △ 0 △ △ C) 区

別

-, ――l ゴ -----, --, —, -—- → --, --, •一1 ---i ---i ---, ---, ---, ——l --, ―1 → 孫→ → 
易井 歳 草 遠 無風 遠 暮心 隠 心玄 徘戯 孝昭 受 E 無子生文

， 

知匠 寒 '--- 道 陳雪 道 春胸 L— 悲黄 徊寒 f 明 天配 念 L_ 此王 蝉

← L — L-
＿ 
L_ '---'--- L_  L.  L. ----, L_  L_  不'-- L- L- 之干 溺→王孫 聯

→ → --, 適 ーゴ -i --i ー→ 滝 --,' 9ヌじJJヽ -,  -, 枯京 祖候國子 L_ 

栖ー 霞 L_ 夢 色 夢 分 智 苦践l去霞 令 '-'- し子[_ [_ に

鶴言 胸 -, 見 滋 見 離 L- 辛剃 ヒ胸 終 -, 
周'' な

L_ L_  L_  春 し一 L_  L_  '- ---i し'- '-- '--- 成 服文不 る
-, 

L— -, --, ----, ---, 念 ・ゴ --, ---, 王 ← 王願 語
君 → 他 所 他 洲 抒？ 太 溺 威 之 -, L- 亦

家 期 饂 託 約〖 渚 ← 息 祭 儀 竿 課-,tit 
L— '~ L— '-- l_  L— L.__ L- L— Lー 将し＿ 商 L_ 

=a 

翌文 備

選 巴
'= 
巻 巻

十 ＋ 
七 考

と と

重 重

複 複

-8-



七 七七 五三

戯 芳一擬， 轡二月作 樹―青

謝 胄 胄 青
恵 河 河 河

喜 邊 邊 邊

L草L草ー草
十

韻

簡文 太型
梁 梁 沈 荀
武 武 約 飛
子帝 帝

゜
0 0 0 0 

--, ---, -, --, ---, 

春 一昔 故 隠
風 葉期 人 左
L_  '-- し―― L— Lー
-, -, -, -, -, 

開 重I 歎 搭檻 将 パ自ニ 麻
L_  L.. し し一一 L_  

-, --, ----, 

眼 別 他
前 離 邦
L— L_  し一

米

O
印
は
句

C
と
、
△
印
は
章

C
と
の
「
蝿
聯
体
」
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

こ
の
表
を
見
て
気
づ
く
こ
と
は
、

-
、
「
輝
聯
体
」
の
詩
は
、
漢
‘
魏
‘
六
朝
時
代
の
詩
人
に
し
ば
し
ば
好

ん
で
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
後
代
に
は
あ
ま
り
例
が
見
当
ら
な
い
。

二
、
枕
京
子
に
「
ふ
み
は
文
集
、
文
選
」
と
あ
り
、
平
安
時
代
の
貴
族
の

必
読
書
で
あ
っ
た
『
文
選
』
や
、
日
本
文
学
に
多
く
の
影
響
を
与
え
、

日
本
人
に
親
し
ま
れ
て
き
た
『
詩
経
』
や
『

E
台
新
詠
』
に
例
が
多
い
。

―
―
-
、
「
蝿
聯
」
に
な
っ
て
い
る
語
は
例
外
も
多
い
が
「
太
息
」
、
「
心
悲
」
、

「
徘
徊
不
5
忍
法
」
な
ど
悲
痛
な
響
き
を
持
つ
語
で
あ
り
、
詩
の
内
容
を

盛
り
上
げ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
つ
ら
お
歌
」
の
場
合
も
同
様
で

「
も
の
を
こ
そ
思
へ
」
、
「
か
な
し
き
」
、
「
身
を
い
か
に
せ
ん
」
、

••• 

「
も
の
は
思
は
じ
」
な
ど
好
忠
の
心
情
を
表
わ
す
語
が
詠
み
つ
が
れ
て

お
り
、
訴
嘆
の
効
果
を
高
め
て
い
る
e

四
、
句
ご
と
の
「
蝿
聯
体
」
の
詩
は
、
メ
ロ
デ
ィ
を
伴
っ
て
歌
わ
れ
た
楽

府
の
詩
に
数
多
く
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
欣
馬
長
城
窟
行
」
の
流
れ
を
く
む

「
青
寄
河
邊
草
」
、
「
擬
宵
宵
河
邊
草
」
な
ど
の
閏
怨
詩
に
例
が
見
ら
れ
る
c

三
、
好
忠
と
漢
詩
文

曽
丹
集
に
漢
詩
文
の
影
響
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
已
に
先
学

の
御
指
摘
が
あ
る
？
↑
小
越
隆
氏
は
、
曽
丹
集
の
中
に
「
白
氏
文
集
」
も
し

く
は
『
玉
台
新
詠
』
な
ど
の
六
朝
詩
の
影
響
が
数
多
く
指
摘
で
き
る
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
「
蝿
聯
体
」
の

詩
が
『
文
選
』
や
『
玉
台
新
詠
』
な
ど
の
六
朝
詩
に
多
く
見
ら
れ
る
こ
と

と
符
合
す
る
。
ま
た
注
知
鳥
裕
氏
注
釦
軒
ス
ミ
氏
は
、
曽
丹
集
の
中
に
漢

注
十
三

文
訓
読
語
が
数
例
指
摘
で
き
る
と
述
べ
ら
れ
て
し
る
。

以
上
、
先
学
の
御
考
察
か
ら
も
、
好
忠
は
、
漢
詩
文
の
素
養
が
相
当
に

あ
り
、
漢
詩
文
を
和
歌
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
積
極
的
な
態
度
を
取
っ
て

い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
好
忠
が
小
野
宮
家
と
密
接
な
つ
な
が
り

を
持
っ
て
い
陥
5
g
、
権
門
へ
の
接
近
が
主
た
る
理
由
で
あ
ろ
う
が
、
頼

忠
や
公
任
に
代
表
さ
れ
る
小
野
宮
家
の
漢
詩
文
の
愛
好
や
、
小
野
宮
家
に

出
入
り
し
て
い
た
漢
学
者
達
と
の
交
遊
と
も
関
係
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
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か
。
そ
の
よ
う
な
小
野
宮
家
に
接
近
す
る
に
は
、
和
歌
だ
け
で
な
く
漠
詩

文
の
素
養
も
必
要
で
あ
り
、
好
忠
は
浬
詩
の
翻
案
歌
を
作
っ
た
と
見
る
の

は
考
え
過
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。

注

ャ

五

注

仕

六

注

十

七

山
岸
徳
平
氏
、

11
口
久
雄
氏
、
五
島
和
代
氏
が
己
に
指
摘
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
当
代
の
碩
学
源
順
は
、
漢
詩
の
遊
戯
技
巧
詩
て
あ
る
「
回
文
織

注
十
八

錦
詩
」
の
技
巧
を
模
倣
し
て
、
双
六
盤
歌
を
作
っ
て
し
る
。
好
忠
と
か
な

り
親
交
の
あ
っ
た
源
順
が
「
回
文
織
錦
詩
」
を
模
倣
し
て
双
六
盤
を
作
っ

た
こ
と
に
刺
激
さ
れ
て
、
沓
冠
歌
‘
碁
盤
歌
な
ど
新
奇
な
和
歌
の
類
緊
形

式
が
流
行
し
て
い
た
当
時
、
新
し
い
技
巧
歌
の
形
式
を
模
索
し
、
そ
の
技

巧
を
中
国
の
遊
戯
技
巧
詩
に
求
め
た
時
に
、
好
忠
の
目
に
止
っ
た
の
が
こ

の
「
蝿
聯
体
」
の
詩
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

順
の
双
六
慇
歌
‘
碁
盤
歌
を
実
際
に
見
て
い
く
と
、
か
な
り
手
の
籠
ん

だ
複
雑
な
技
巧
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
詠
ま
れ
て
い
る
歌
と

い
う
の
は
、
例
え
ば
、

（
双
六
盤
歌
）

5
6
す
る
か
な
る
ふ
し
の
け
ふ
り
も
は
る
た
て
は
か
す
み
と
の
み
そ
み
え

て
た
な
ひ
く

62
は
な
か
と
て
ゆ
き
の
ま
に
ま
I
L
を
り
く
れ
と
か
つ
合
え
か
へ
り
て
に

も
た
ま
ら
す

（
碁
盤
歌
）

67
た
の
み
つ
の
ふ
か
A

ら
す
の
み
み
ゆ
る
か
な
人
の
こ
こ
ろ
の
あ
さ
く

な
る
さ
ま

68
ま
か
せ
て
し
た
ね
も
お
ひ
ね
は
は
る
の
た
の
か
へ
す
か
へ
す
も
う
き

は
わ
か
身
を

（
書
陵
部
蔵
「
歌
仙
集
」
私
家
集
大
成
中
古

I
順
集

II)

注
十
九

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
平
明
な
自
然
詠
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
碁
盤
歌
の

68
番
の
歌
の
よ
う
な
不
遇
述
懐
歌
も
わ
ず
か
ば
か
り
見
ら
れ
る
か
、
「
つ

ら
ね
歌
」
の
よ
う
に
は
‘
切
追
し
た
悲
痛
な
蝦
合
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
順

は
双
六
盤
歌
‘
碁
盤
歌
を
技
巧
的
な
も
の
‘
遊
戯
的
な
も
の
と
し
て
創
作

し
て
お
り
、
そ
の
巧
緻
性
を
楽
し
む
と
い
っ
た
風
に
感
じ
ら
れ
‘
遊
戯
敗

で
終
っ
て
い
る
C

そ
れ
に
対
し
て
好
忠
は
、
「
つ
ら
ね
歌
」
と
い
う
技
巧

を
踏
み
台
に
し
て
不
遇
を
よ
り
強
く
訴
え
か
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
歌
の

形
式
の
斬
新
さ
や
‘
技
巧
を
利
用
し
て
ま
で
訴
え
か
け
る
好
忠
の
貪
欲
な

ま
で
の
態
度
が
看
取
さ
れ
、
訴
嘆
歌
と
な
り
得
て
い
る
。
同
じ
浬
詩
の
技

巧
を
模
倣
す
る
に
し
て
も
、
順
の
よ
う
に
遊
戯
的
な
方
向
に
走
ら
ず
に
、

訴
曖
の
涸
べ
を
持
た
せ
た
と
こ
ろ
に
、
好
忠
の
真
面
目
が
う
か
が
わ
れ
る

の
で
あ
る
。
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こ
の
こ
と
は
、
百
首
歌
中
の
沓
冠
歌
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
好
忠
百
首

が
不
遇
述
懐
歌
を
中
心
に
沓
冠
歌
を
詠
ん
で
い
る
の
に
対
し
て
、
順
百
首

注
二
十

は
四
季
の
歌
を
中
心
に
沓
冠
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
ま
た
、
応
和
元
年
に
二

児
を
次
々
と
失
っ
た
順
は
‘
「
無
常
の
思
ひ
」
か
ら
沙
弥
満
誓
の
例
に
な

ら
っ
て
「
世
の
中
を
何
に
た
と
へ
ん
」
の
句
を
頭
に
詠
み
こ
ん

tt
歌
を
十

首
並
べ
て
作
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
は
無
常
の
述
懐
で
あ
っ
て

不
遇
の
述
懐
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
も
同
じ
技
巧
歌
を
詠
む
に

し
て
も
、
好
忠
と
順
の
違
い
が
は
っ
き
り
と
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
両
者
の
相
違
は
何
に
起
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
は
っ
き
り
と

結
論
づ
け
る
こ
と
は
難
か
し
い
け
れ
ど
も
、
両
者
の
出
自
の
違
い
が
大
き

な
原
因
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
嵯
峨
源
氏
で
あ
る
順
と
父
祖
の
名
も



伝
わ
ら
な
い
好
忠
と
の
相
違
で
あ
る
。
そ
う
し
た
好
忠
に
し
て
み
れ
ば
、

何
の
変
哲
も
な
い
歌
ば
か
り
詠
ん
で
い
て
は
永
久
に
世
間
か
ら
顧
み
ら
れ

な
い
の
で
あ
る
。
出
自
卑
し
含
好
忠
が
、
他
の
専
門
歌
人
達
と
互
角
に
渡

り
合
い
、
世
の
耳
目
を
集
め
、
よ
り
強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
に
は
、
他
の
歌

人
に
は
な
い
何
か
が
必
要
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
「
百
首
歌
」
「
毎
月

集
」
「
つ
ら
ね
歌
」
と
い
っ
た
新
形
式
の
創
始
、
王
朝
和
歌
の
常
識
を
破

っ
た
特
異
な
歌
‘
そ
れ
ら
苦
心
の
作
品
を
生
み
出
す
原
動
力
と
な
っ
た
の

は
‘
曽
啜
氏
と
い
う
家
柄
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
そ
れ
で
は
、
こ
の
「
つ
ら
ね
歌
」
は
ど
れ
ほ
ど
訴
嘆
歌
と
し
て

の
働
き
か
け
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
つ
ら
ね
歌
」
を
奉
っ
た
翌
年
に

注
二
十
一

催
さ
れ
た
「
寛
和
二
年
六
月
十
日
内
裏
歌
合
」
に
好
忠
は
出
席
し
て
い
る
。

そ
れ
以
前
に
も
、
好
忠
は
「
貞
元
二
年
八
月
十
六
日
三
条
左
大
臣
藤
原
頼

忠
前
栽
歌
合
」
に
歌
合
の
後
で
歌
を
奉
っ
て
お
り
、
「
天
元
四
年
四
月
廿

六
日
故
右
衛
門
督
斉
敏
君
達
謎
合
」
と
い
っ
た
私
的
な
歌
合
に
も
出
席
し

て
じ
る
。
し
か
し
、
能
宜
、
長
能
‘
公
任
と
い
っ
た
当
代
一
流
の
歌
人
が

居
並
ぷ
睛
れ
の
内
災
歌
合
に
出
席
で
答
た
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。

内
裏
歌
合
に
出
席
で
合
た
の
は
、
勿
諭
そ
れ
ま
で
の
歌
人
と
し
て
の
評
価

か
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
前
年
に
奉
っ
た
「
つ
ら
ね
歌
」
が
訴
嘆
歌

と
し
て
大
吾
な
役
割
を
果
た
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

曽
丹
集
の
甚
調
は
訴
咬
調
と
言
わ
れ
て
苔
た
が
、
そ
の
訴
嘆
調
の
結
品

が
、
こ
の
「
つ
ら
ね
歌
」
で
あ
り
、
漢
詩
の
技
巧
を
利
用
し
た
訴
嘆
歌
と

し
て
最
大
の
効
果
を
発
輝
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

平
安
時
代
の
和
歌
が
漢
詩
文
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
た
か
に
つ
い
て
は
‘

今
後
ま
だ
ま
だ
考
察
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
し
、
好
忠
に
お
い
て
も

他
に
も
う
二
•
三
例
漢
詩
文
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
箇
所
が
指
摘
で
表
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
が
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
た
い
。

「
輝
聯
体
」
の
考
察
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
中
国
文
学
の
伊
藤
正

文
‘
一
海
知
義
、
山
田
敬
―
―
一
の
諸
先
生
方
か
ら
多
く
の
御
教
示
を
い
た
だ

い
た
こ
と
を
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

注

注
一
『
曽
禰
好
忠
集
の
研
究
』
一
―
六
貞
°

注
二
池
田
亀
鑑
氏
「
曽
禰
好
忠
に
つ
い
て
の
疑
問
と
新
資
料
」
（
『
文

学
』
昭
和
九
年
八
月
）
『
曽
醐
好
忠
集
全
釈
』
四
六
六
貞
゜

注
三
藤
岡
忠
美
先
生
は
‘
「
曽
禰
好
忠
と
遊
戯
技
巧
歌
」
（
『
藤
女
子

大
学
国
文
学
雑
誌
』
昭
和
四
―
―
年
十
一
月
）
で
、
「
つ
ら
ね
歌
」
は
、

「
各
首
が
す
べ
て
切
々
た
る
不
遇
の
訴
え
を
う
た
い
、
前
歌
の
結
句

を
次
の
歌
の
頭
に
詠
み
こ
む
と
い
う
連
続
形
式
を
と
る
た
め
に
、
そ

れ
だ
け
息
も
切
ら
せ
ぬ
ま
と
ま
り
で
、
純
一
な
訴
謹
の
表
現
に
な
り

得
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

注
四
目
加
田
誠
氏
は
、
中
国
古
典
文
学
全
集
『
詩
経
・
楚
辞
』
て
、
こ

の
「
既
酔
」
の
詩
を
‘
「
前
章
の
終
り
の
句
を
次
章
の
首
に
も
っ
て

く
る
こ
と
は
、
大
雅
の
―
つ
の
形
式
て
あ
る
。
」
と
説
明
さ
れ
て
い

る。
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注
五

こ
の
詩
と
、
そ
の
次
に
掲
げ
た
、
「
欣
馬
長
城
窟
行
」
の
詩
の
技

巧
に
つ
い
て
は
、
已
に
小
沢
正
夫
氏
が
『
古
今
集
の
世
界
』
（
塙
書

房
）
の
「
第
九
章
句
題
考
一
、
六
朝
時
代
の
句
題
詩
」
（
二

L
九



ー
ニ
八

0
貞
）
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
小
沢
氏
は
、
こ
れ
ら
二
首
の

詩
を
宋
の
郭
茂
偕
編
の
『
楽
府
詩
集
』
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
が
‘

『
文
選
』
『
玉
台
新
詠
』
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
小
沢
氏
は
、
こ

の
二
首
の
待
の
技
巧
を
「
い
わ
ゆ
る
文
字
鎖
の
形
式
」
と
況
明
さ
れ

て
い
る
。

注
六
中
国
古
典
文
学
大
系
『
漢
・
魏
•
六
朝
詩
集
」
（
平
凡
社
）
の
一
四
一

貞
の
「
贈
口
馬
王
彪
」
の
詩
の
注
。
ま
た
、
次
に
掲
げ
る
湘
岳
の
「
伸
亡

詩
三
首
」
の
技
巧
に
つ
い
て
興
膳
宏
氏
も
、
中
国
詩
文
選
『
藩
岳

陸
機
』
（
筑
摩
書
房
）
―
二
七
頁
で
、
同
様
の
こ
と
を
述
べ
ら
れ
て

い
る
。

注
七
孤
閤
に
風
か
吹
く
と
い
う
表
現
は
‘
洩
詩
（
特
に
闇
怨
詩
）
に
多

く
見
ら
れ
る
e

「
文
選
」
巻
二
十
七
や
「
玉
台
新
詠
」
巻
二
に
も
収

め
ら
れ
て
い
て
、
「
玉
台
新
詠
」
て
は
、
魏
明
帝
の
作
と
さ
れ
て
い

る
「
昭
昭
素
明
月
」
の
詩
に
「
憂
人
不
熊
麻
臥
臥
夜
阿
長
傲
風

吹
閏
闊
羅
偉
自
涸
腿
」
と
あ
る
な
ど
。

注
八
木
越
降
氏
は
、
「
曽
丹
庄
の
表
現
ー
集
中
歌
の
解
釈
を
め
ぐ
っ

て
ー
」
（
「
言
語
と
文
芸
」
昭
和
四
九
年
五
月
）
で
、
こ
の
邸
番
の

歌
は
、
白
楽
天
の
詩
の
「
塵
埃
日
夜
侵
」
と
か
「
塵
埃
調
樽
杓
」
や
、

白
楽
天
の
座
右
銘
の
「
千
甲
始
足

F

高
山
起
微
暉
」
か
ら
の
影
熙

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
見
て
含
た
よ
う
に
、
も
っ
と
類

似
し
た
表
現
を
と
る
詩
句
が
見
ら
れ
、
木
越
氏
の
説
に
ぱ
頷
け
な
い
。

木
越
氏
の
「
竹
丹
集
歌
風
成
立
私
考
」
（
「
文
学
。
語
学
」
昭
和

三
七
年
三
月
）
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
だ
が
、
木
越
氏
は
さ
か
ん

に
白
詩
か
ら
の
影
楔
を
説
か
れ
る
が
、
臼
詩
以
外
の
漢
詩
文
か
ら
の

注
九
影
戦
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

胆

膳

宏

氏

中

国

詩

文

選

『

藩

岳

陸

機

』

六

二

貝

汗
卜
汗
八
参
照
。

注
＋
一
『
平
安
時
代
の
漠
文
訓
読
語
に
つ
含
て
の
研
究
』

注
十
二
「
曽
丹
集
あ
れ
こ
れ
臼
ー
訓
読
語
と
の
交
渉
ー
」

門
」
昭
和
―
—
九
年
十
一
月
）

注
十
三
築
島
氏
の
御
指
摘
や
、
先
ほ
ど
掲
げ
た
木
越
氏
の
蔑
詩
か
ら
の

影
報
が
見
ら
れ
る
と
い
う
御
指
摘
に
対
し
て
は
、
滝
沢
貞
夫
氏
が
、

h
茉
語
か
ら
の
影
熙
と
見
る
べ
ぎ
で
あ
る
と
反
論
さ
れ
て
い
る
。

「
曽
噸
好
忠
試
論
」
（
「
文
学
。
語
学
」
昭
和
四
三
年
七
月
）

注
十
四
熊
本
守
雄
氏
「
曽
禰
好
忠
の
周
辺
ー
小
野
宮
家
と
の
交
渉
の

意
味
す
る
も
の
ー
」
（
「
国
文
学
牧
」
昭
和
四
三
年
四
月
）

注
十
五
「
回
文
体
の
詩
の
書
き
様
と
回
文
の
和
歌
」
（
『
和
歌
文
学
研

究
』
山
岸
徳
平
著
作
集

II)

注
十
六
『
平
安
朝
洩
文
学
史
の
研
究
』
四
二
六
頁
。

注
十
七
「
雙
六
慇
．
碁
盤
歌
と
廻
文
詩
に
つ
い
て
」
（
「
平
安
文
学
研

究
」
第
三
九
輯
昭
和
四
四
年
十
二
月
）

注
十
八
順
は
‘
永
観
冗
年
（
九
八
三
）
に
七
―
ニ
オ
で
任
国
能
登
で
没
し

て
い
る
の
で
「
円
融
院
御
子
の
日
」
以
下
の
「
つ
ら
ね
歌
」
が
作
ら

れ
た
寛
和
元
年
（
九
八
五
）
に
は
生
存
し
て
い
な
い
。
最
初
の
「
つ

ヒ

ら
ね
歌
」
、
順
の
双
六
盤
歌
の
創
作
年
時
は
不
明
。

碁
盤
歌
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
五
島
和
代
氏
が
‘
注
十
ポ
令

第

一

列

春

（
「
水
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注
十
九



第
二
列

第
三
列

第

四

列

冬

第

五

列

恋

第

六

列

恋

の
部
立
に
分
か
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

注
二
十
注
三
に
同
じ
。

注
二
十
l

萩
谷
朴
氏
の
「
平
安
朝
歌
合
大
成
」
の
呼
称
に
よ
る
。
以
下

歌
合
の
呼
称
は
同
書
に
よ
る
。

秋夏

（
追
記
）

本
稿
は
昭
和
五
四
年
四
月
ニ
―
日
の
第
二
十
三
同
神
戸
平
安
文
学
会
で

の
口
頭
発
表
に
甚
づ
く
も
の
で
す
。
そ
の
節
、
蔵
中
ス
ミ
氏
、
稲
田
利
徳

氏
か
ら
御
批
判
と
御
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
際
の
御
質
問
に

対
し
て
の
解
答
と
し
た
つ
も
り
で
す
。

発
表
の
際
‘
色
々
と
御
意
見
を
賜
っ
た
諸
先
生
方
に
御
礼
申
し
上
げ
ま

す。

（
に
わ

ひ
ろ
ゆ
き
）

-13 -


